
東
京
電
力=

柏
崎
刈
羽
原
発

の
再
稼
働
を
抑
え
込
ん
で
い
る

の
は
新
潟
県
民
の
世
論
で
あ
る
。

「
三
つ
の
検
証
」
（
①
福
島
第

一
原
発
事
故
の
検
証
、
②
原
発

事
故
が
健
康
と
生
活
の
及
ぼ
す

影
響
の
検
証
、
③
万
が
一
の
事

故
時
の
避
難
計
画
の
検
証
）
が

な
い
ま
ま
の
原
発
再
稼
働
の
議

論
は
で
き
な
い
と
す
る
世
論
で

あ
る
。

新
潟
県
に
は
、
米
山
前
知
事

の
と
き
に
「
福
島
原
発
事
故
検

証
総
括
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
も
と
に
「
技
術
委
員
会
」

「
生
活
と
健
康
委
員
会
」
「
避

難
委
員
会
」
の
三
つ
の
検
証
委

員
会
が
活
動
し
て
い
る
。

技
術
委
員
会
は
福
島
事
故
が

契
機
と
な
っ
て
で
き
た
訳
で
は

な
く
、
二
〇
〇
二
年
の
東
電
の

事
故
隠
し
・
虚
偽
報
告
が
発
覚

し
た
際
、
当
時
の
平
山
知
事
が

設
置
（
〇
三
年
）
を
き
め
た
も

の
で
、
そ
の
後
、
泉
田
知
事
、

米
山
知
事
、
そ
し
て
自
公
推
薦

の
花
角
知
事
へ
と
受
け
継
が
れ
、

三
つ
の
検
証
の
一
つ
で
あ
る
事

故
検
証
を
担
当
し
て
い
る
。
技

術
委
員
会
は
事
故
検
証
報
告
を

と
り
ま
と
め
た
後
も
継
続
さ
れ

る
。こ

の
三
つ
の
基
本
問
題
に
絞
っ

て
系
統
的
に
検
証
を
行
う
こ
と

は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
全
国
の
原
発
立
地
の
道
や

県
が
す
べ
て
行
っ
た
ら
す
ご
い

意
味
を
持
つ
こ
と
は
自
明
で
あ

ろ
う
。
静
岡
と
福
島
で
部
分
的

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
新
潟
県

が
全
責
任
を
持
っ
て
立
ち
上
げ

た
検
証
委
員
会
は
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
新
潟
県
民
に

と
っ
て
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て

い
る
。

本
著
の
「
は
し
が
き
」
は
石

崎
誠
也
新
潟
自
治
体
研
究
所
理

事
長
、
「
第
１
章

新
潟
県
の

原
発
稼
働
『
３
つ
の
検
証
』
の

意
義
」
は
池
内
了
総
合
研
究
大

学
院
大
学
名
誉
教
授
・
検
証
総

括
委
員
長
が
、
「
第
２
章

福

島
原
発
事
故
の
検
証
と
課
題
」

は
立
石
雅
昭
新
潟
大
学
名
誉
教

授
・
技
術
委
員
会
委
員
が
、

「
第
３
章

新
潟
県
政
の
現
状

と
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
策
定

へ
の
課
題
」
は
大
矢
健
吉
に
い

が
た
自
治
体
研
究
所
常
任
理
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
る
。

池
内
氏
の
「
第
１
章
」
は

「
原
発
の
簡
単
な
歴
史
」
「
原

発
の
歴
史
は
事
故
の
歴
史
」

「
原
発
は
斜
陽
産
業
」
「
原
発

に
固
執
す
る
日
本
…
な
ど
の
背

景
に
触
れ
て
お
り
、
原
発
開
発

の
現
状
の
理
解
に
役
立
つ
。

◆
高
野
博
氏
が
今
回
、
代
表
委

員
を
降
り
た
。
共
産
党
女
川
町

議
と
し
て
十
一
期
四
十
四
年
、

原
住
連
代
表
委
員
と
し
て
も
東

北
電
力=

女
川
原
発
と
対
峙
し

て
き
た
。
そ
の
活
動
に
敬
意
！

ご
苦
労
さ
ま
◆
高
野
さ
ん
の

活
動
の
最
大
の
功
績
は
女
川
原

発
の
苛
酷
事
故
発
生
を
未
然
防

止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
原
住
連

が
旧
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
の
教
訓
と
し
て
掲
げ
た

方
針
の
具
現
者
で
あ
っ
た
◆
チ

リ
津
波(

一
九
六
〇
年)

の
際
、

女
川
原
発
の
海
水
が
「-6.5m

」

ま
で
引
き
、
機
器
冷
却
系
の
海

水
取
水
口
に
海
水
が
届
い
て
い

な
か
っ
た
。
高
野
さ
ん
ら
は
こ

の
ま
ま
で
は
チ
リ
津
波
級
で
女

川
原
発
は
苛
酷
事
故
を
免
れ
な

い
と
し
て
抜
本
対
策
を
要
求
◆

東
北
電
力
は
３
号
機
増
設
時
に

前
面
海
底
を
「-

1
0
.
5
m

」
ま
で

浚
渫
工
事
を
実
施
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
時
、

女
川
町
、
石
巻
市
は
津
波
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
女
川
原
発

は
苛
酷
事
故
発
生
を
免
れ
得
た
。
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日
本
の
原
発
開
発
の
「
負
の
遺
産
」
の
一
つ
は
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
大
量
保
有
で
あ
る
。
東
海
再
処
理
工
場
と
海
外
再
処
理

に
よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
分
離
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
二
〇
一

九
年
末
現
在
で
日
本
の
分
離
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
は
約
四
五
・

七
㌧
と
さ
れ
る
。
国
内
保
管
分
約
九
・
〇
㌧
、
海
外
保
管
分
約

三
六
・
七
㌧
。
仏
国
へ
の
再
処
理
委
託
は
終
了
し
、
約
一
五
・

五
㌧
を
仏
国
に
保
管
中
。
英
国
へ
の
再
処
理
委
託
分
の
現
在
の

分
離
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
一
九
年
末
で
二
一
・
二
㌧
が
英
国
に
保

管
中
。
残
り
分(

約
〇
・
六
㌧)

も
今
後
在
庫
と
し
て
計
上
さ
れ

る
。
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
大
量
保
有
に
、
世
界
は
日
本
の
核

武
装
を
懸
念
し
て
い
る
。
日
本
は
分
離
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
高
速

増
殖
炉
等
に
使
う
と
し
て
非
核
保
有
国
で
唯
一
再
処
理
を
認
め

ら
れ
た
。
日
本
は
「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
保
持

し
な
い
」
と
宣
言
し
、
世
界
の
懸
念
を
か
わ
し
て
き
た
。
し
か

し
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
炉
で
使
い
道
は
閉
ざ
さ
れ

た
。
政
府
は
、
新
た
に
高
速
炉
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
使
う
と
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
見
通
し
が
あ
る
話
で
は
な
い
。
結
局
、

使
い
道
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

・

書

評

原 発 問 題 の 解 説

編
集
後
記

日
本
の
原
発
開
発
の
「
負
の
遺
産
」
①

使
い
道
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
大
量
保
有

『
新
潟
県
政
と
検
証
委
員
会
の
役
割
』

立
石
雅
昭
編
著

に
い
が
た
自
治
体
研
究
所
発
行

定
価
七
百
円

「
三
つ
の
検
証
」
を
系
統
的
に
行
う
こ
と
は
画
期
的

に
い
が
た
自
治
体
研
究
所
は
、
電

話
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